


　４月１日から18日まで、笛吹市桃の花まつりが開催されました。桃の花は期間中、市

内各地で行われたイベント会場を鮮やかなピンク色で彩りました。

　県内外から大勢の観光客が訪れた桃の花まつりの様子をご覧ください。



　
４
月
18
日
、
笛
吹
市
桃
の
花
ま
つ
り
の
フ

ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
「
川
中
島
合
戦
戦
国
絵
巻
」

が
、
市
役
所
前
の
笛
吹
川
河
川
敷
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
武
田
信
玄
と
上
杉
謙
信
の
戦
い
を
再
現
し

た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
、
鎧
な
ど
を
身
に
ま
と

い
武
将
に
扮
し
た
県
内
外
か
ら
の
参
加
者
、

約
９
０
０
名
が
勇
壮
な
合
戦
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。

　
上
杉
謙
信
が
武
田
本
陣
に
単
騎
で
乗
り
込

み
、
武
田
信
玄
に
太
刀
を
浴
び
せ
る
場
面
も

再
現
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
村
上
義
清
隊
を
は
じ
め
、
今
年
は

新
た
に
北
条
氏
康
隊
や
今
川
義
元
隊
の
援
軍

が
あ
り
、
よ
り
一
層
合
戦
に
、
迫
力
が
加
わ

り
ま
し
た
。

石和西小学校に設置されている学童保育施設

学童保育室の運営
　市では、近年の子どもを取り巻く環境が一段と厳しさを増している状

況の中、笛吹市総合計画の基本構想に「環境にやさしく安心して健やか

に暮らせるまちづくり」を掲げ、「安心して生み育てられる環境づくり」

を目指して、平成22年３月に笛吹市次世代育成支援行動計画の策定を行

い子育て支援に取り組んでいます。その１つの子育て支援事業として、

現在17カ所の学童保育室を運営しています。

　その運営についてご紹介します。

■
学
童
保
育
と
は

　
就
労
等
に
よ
り
保
護
者
が
昼
間
家
庭
に

い
な
い
小
学
生
低
学
年
（
1
年
生
か
ら
3

年
生
以
下
）
児
童
を
対
象
と
し
て
、
放
課

後
や
長
期
休
暇
中
、
保
護
者
に
代
わ
っ
て
、

適
切
な
遊
び
と
グ
ル
ー
プ
活
動
を
し
な
が

ら
正
し
い
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
、
ゆ
た

か
な
心
と
た
く
ま
し
い
身
体
を
育
て
る
場

を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
児
童
の
健
全

な
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

■
学
童
保
育
室
で
の
生
活
は

　
専
任
の
指
導
員
が
学
校
の
延
長
に
な
ら

な
い
よ
う
に
配
慮
し
な
が
ら
、
異
年
齢
の

児
童
に
、
学
習
や
遊
び
等
の
指
導
を
行
っ

て
い
ま
す
。

■
実
施
す
る
時
間
は

　
学
校
の
授
業
が
終
わ
っ
て
か
ら
、
午
後

6
時
30
分
ま
で
の
間
で
す
。

　
な
お
、
学
校
の
平
日
休
業
日
（
学
校
行

事
振
替
休
日
、
春
・
夏
・
冬
休
み
期
間
等
）

に
つ
い
て
は
、
午
前
8
時
か
ら
午
後
6
時

30
分
ま
で
の
間
で
す
。

■
休
日
は

　
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
お
よ
び
年
末

年
始
は
学
童
保
育
室
が
お
休
み
に
な
り
ま

す
。

　
ま
た
、
笛
吹
市
学
童
保
育
室
条
例
が
特

別
に
定
め
る
日
も
同
様
で
す
。

　
た
だ
し
、
平
成
22
年
度
に
つ
い
て
は
試

行
的
に
第
三
土
曜
日
に
学
童
保
育
室
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

■
学
童
保
育
料
は

　
学
童
保
育
料
は
、
県
内
他
市
に
お
い
て

夏
休
み
な
ど
運
営
が
長
期
に
わ
た
る
期
間

に
、
別
に
料
金
を
付
加
す
る
自
治
体
が
あ

り
ま
す
。

　
笛
吹
市
の
学
童
保
育
室
の
保
育
料
は
、

一
年
を
通
し
て
児
童
一
人
当
た
り
月
額

2
0
0
0
円
で
す
。

■
現
在
の
運
営
状
況
は

　
市
内
17
カ
所
の
学
童
保
育
室
の
う
ち

○
市
直
営
学
童
保
育
室

　
9
カ
所

○
指
定
管
理
者
導
入
学
童
保
育
室

　
5
カ
所

○
運
営
業
務
委
託
学
童
保
育
室

　
3
カ
所

学
童
保
育
利
用
児
童
数
８
４
３
名
（
５

月
１
日
現
在
）

市
内
学
童
保
育
指
導
員
数
40
名

■
学
童
保
育
室
の
今
後

　
子
育
て
に
関
す
る
意
識
、
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
希
望
な
ど
を
的
確
に
把
握
し
ま
す
。

　
こ
れ
を
も
と
に
、
子
育
て
に
つ
い
て
の

総
合
的
な
支
援
策
の
中
で
学
童
保
育
を
位

置
づ
け
、
指
定
管
理
者
制
度
お
よ
び
運
営

業
務
委
託
な
ど
の
様
々
な
運
営
方
策
を
検

証
し
、
効
率
的
で
効
果
的
な
運
営
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

■
問
合
せ
先

児
童
課
　
児
童
家
庭
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
4



■問合せ先　児童課　児童家庭担当　☎�055（261）1904

　子ども手当施行日（平成22年４月１日）において子ども手当の支給要件に該当する者であ

って、申請猶予期間（平成22年９月30日まで）中に認定請求があった場合は、平成22年４月

分から支給となります。

　現在、子ども手当を受給されている方には６月上旬に『現況届』を発送しています。

　この届は子ども手当を引き続き受けられるかを決める大切な手続きです。提出がない

と６月以降の子ども手当が受けられませんのでご注意ください。

※　平成22年４月以降新たに子ども手当の認定請求をされた方については、平成22年６

月の現況届の提出は必要ありません。

※　平成22年５月分まで（児童手当の２・３月分と、子ども手当の４・５月分）の手当は、

平成22年６月10日に支給されます。

一律�13,000円

〈「児童手当」と「子ども手当」の違い〉

『子ども手当法施行による申請猶予期間』

児童手当(平成22年3月まで)� 子ども手当(平成22年4月以降)

対象年齢

所得制限

手当月額

小学校修了前(12歳到達後最初の3

月31日まで)

３歳未満･･･10,000円

３歳以上･･･5,000円(18歳以下の児

童の中で、第３子以降は10,000円)

中学校修了前まで(15歳到達後最

初の3月31日まで)

あり なし

●�子ども手当とは�●

子ども手当の現況届について

　子どもを養育している者に手当を支給することにより、次代の社会を

担う子どもの成長及び発達を後押しすることを目的としています。

＊申請しないと支給されません。（認定された場合、手当は申請月の翌月からの支給となり

ます。）ただし、平成22年３月末現在で、笛吹市から児童手当を受給されている方は申請

の必要はありません。

＊既に受給されている方も、第２子以降が生まれた場合は、増額の手続きが必要となります。

【支給対象】15歳到達後最初の３月31日までの間にある子ども（中学校修了前の子ども）を

養育している方

【支給時期】毎年２月・６月・10月にそれぞれの前月分（４カ月分）までを支給

【申請場所】保健福祉部児童課（南館）及び、各支所

署名された森林整備協定書

　笛吹市地産地消推進協議会（会長：田草川憲男山梨学院短期大学教授）では、

４回の推進協議会や各種調査を通して市内の地産地消をめぐる現状と課題を整理後、笛吹

市地産地消推進計画を策定し、４月５日、荻野市長に報告しました。

　当市の果樹、温泉、自然等、全国的にも優れた資源を最大限に活用し、「市民・事業者・

農業者の協働による『果樹と温泉と地産地消の郷』の確立」という基本理念の下、次のよ

うな取り組みを重点的に行っていきます。

①�学校給食における一層の地場産農産物の利用

　学校給食での活用を、市内生産者の経営安定、

一般家庭における地産地消の普及につなげていきます。

②�温泉地における地場産農産物の利用拡大

　観光事業者（宿、商店、飲食店）の地場産農産物の利用拡大、新商品開発等を通して

新たな来訪客の獲得を目指します。

　本計画では５年間をかけて、市民がさらに元気になり、地元経済が活性化することを目

標に「笛吹市らしい地産地消」を推進していきます。

■問合せ先　農林振興課　農産推進担当　☎�055（262）4111

　
平
成
22
年
4
月
16
日
、
笛
吹
市
学
び
の

杜
み
さ
か
に
お
い
て
、
「
P
r
e
s
e
n
t
�

T
r
e
e
の
森
」
森
林
整
備
協
定
の
締
結

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
P
r
e
s
e
n
t�

T
r
e
e
の
森
」
森

林
整
備
協
定
と
は
、
山
梨
県
が
進
め
て
き

ま
し
た
「
企
業
団
体
の
森
推
進
事
業
」
の

一
環
で
、
森
林
と
労
働
力
を
地
域
が
提
供

し
、
費
用
を
企
業
団
体
が
負
担
す
る
二
人

三
脚
の
森
林
整
備
の
取
り
組
み
で
す
。

　
今
回
の
協
定
は
、
笛
吹
市
御
坂
町
下
黒

駒
地
内
の
4
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
10
年
間
で
植

栽
及
び
下
草
刈
り
等
の
森
林
整
備
を
行
う

と
い
う
も
の
で
、
締
結
式
で
は
、
や
ま
な

し
森
づ
く
り
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
若
林
副
会
長

の
立
会
い
の
も
と
、
交
流
促
進
を
行
う
荻

野
市
長
、
植
林
代
行
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

環
境
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
研
究
所
の
鈴
木
理

事
長
、
森
林
所
有
者
の
岩
内
一
郎
氏
、
実

際
に
森
林
整
備
を
請
け
負
う
中
央
森
林
組

合
の
山
本
理
事
長
が

森
林
整
備
協
定
書
に

署
名
し
ま
し
た
。

■
問
合
せ
先

　
農
林
振
興
課
　
農
林
経
営
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1



■開設日時　毎週日曜日（12月29日から１月３日を除く）

　　　　　　午前８時30分～正午　午後１時～５時30分

※川中島合戦戦国絵巻など、庁舎前で大きなイベントが開

催される日は閉庁する場合があります。

■開設場所　市役所本庁舎

■取扱業務　取り扱いは一部の業務のみですので、業務内容

を確認してからお越しください。不明な点は平

日または日曜窓口開設日にお問い合わせください。

市民サービス向上のために市役所本庁で日曜窓口を開設しています。どうぞご利用ください。

注意事項窓　口 取扱業務

戸　籍

住民課

税務課

収税課

管　理

責任者

住民票写しの交付
（現在の住民票で本人や同一世帯の方
のみ。住基ネット広域交付除く）

住民基本台帳カードの申請・交付
（即日交付は、第1、3日曜日のみ）

印鑑登録証明書の交付
（合併前印鑑登録証引替え含む）

戸籍の謄本、抄本の写し交付
（現在の戸籍で本人や同一戸籍内に記
載されている方のみ）

出生、婚姻、離婚、死亡などの戸籍
の届出受付

所得証明書・所得課税証明書・非課
税証明書の交付

納税証明書の交付
（市県民税、法人市民税、軽自動車税）

水道料、下水道料、住宅使用料、保
育料、学童保育料、介護保険料、高
齢者医療保険料、社会教育・体育施
設使用料の収納

埋葬・火葬の許可、斎場の使用許可

原動付自転車
小型特殊自動車

ナンバー交付

廃車手続

市税・国民健康保険税の収納

納税相談

【持ち物】
運転免許証など官公署が発行した写真付の身分証
明書等（本人確認をさせていただきます）

【持ち物】
印鑑登録証（代理人の場合は認印も持参してくだ
さい）

【持ち物】
・運転免許証など官公署が発行した写真付の身分

証明書等（本人確認をさせていただきます）
・窓口に来られる方の印鑑

【持ち物】印鑑、販売証明書・廃車申告受付書・
譲渡証明書のいずれか

【持ち物】印鑑
・請求や受け取りは本人に限ります。
　（代理人による申請には委任状が必要です）
・窓口に来られた方の本人確認をさせていただく

場合があります。（運転免許証など、官公署が発
行した写真付の身分証明書等）

年度に関係なく納付できます。
（納付書がない場合は、再発行します）

【持ち物】
納付書（納付書がない場合は納付できません）

証明書発行などはできません。

【持ち物】印鑑、ナンバー（笛吹市登録のみ）

平日に事前予約をしてください。

■問合せ先　市役所本庁　☎�0 5 5（ 2 6 2 ）4 1 1 1

開設日　日曜窓口開庁日のうち第２日曜日および月末日曜日

※�一部取扱えない業務もありますので、平日事前に電話でお問い合わせください。

※�住民票の異動に伴う手続きはできません。

■取扱件数　2,434件

■収納総額　1,685万4,115円

■主な取扱業務　

　○市税などの収納　　　　477件　1,584万6,059円

　○住民票写しの交付　　　378件　11万3,100円

　○印鑑登録証明書の交付　403件　12万400円

　○各種使用料納付　　　　��58件　60万9,056円

担 当 係 取 扱 業 務 持 ち 物

国民健康保険

高齢者医療

国民年金

①�国民健康保険資格取得届の受付
　（職場の健康保険を脱退した時）
　※保険証は後日郵送

②�国民健康保険喪失届の受付
　（職場の健康保険に入った時）

③保険証の再交付

④各種申請書の受付

①保険料徴収・収納

②納付書再発行

③各種申請書の受付

①免除申請受付

②国民年金資格取得・喪失の仮受付
資格取得・喪失については、社会
保険庁への照会が休日はできませ
んので、仮受付になります。

・印鑑
・職場の健康保険をやめたことが
　分かる証明（退職証明書等）

・印鑑
・国民健康保険の保険証
・職場の保険証

・印鑑

・印鑑

・印鑑

・印鑑



　推進委員会で制作した歌・体操「輝けチャチャチャ　笛吹の未来」のDVD作成のための収録を６月
26日（土）午後１時30分から　いちのみや桃の里ふれあい文化館で行います。
　私たちと一緒に歌・体操をしてくれる「かがやき隊」を大募集しています。
　あなたも「かがやき隊」に参加してみませんか。６月11日（金）までに市民活動支援課まで電話でお
申し込みください。

■問合せ先
　市民活動支援課　市民活動支援担当　
　☎�055（262）4111

男女共同参画は、
学習しないと
理解できない
ものね～。

改めて意識を
変える難しさを
感じたよ。

笛ちゃん 吹ちゃん

笛吹市男女共同参画推進委員会

　今回の学習会のテーマは「ジェンダー」について考える
でした。4コマ漫画などのわかりやすく豊富な資料を使い
ながら、①「ジェンダー」という言葉の意味を考えまし
ょう。②自分自身の身近な暮らしの中にある「ジェンダー・
バイアス」（男女の役割について固定的な観念を持つなど
社会的・文化的性差別、あるいは偏見のこと）について
考えましょう。③これからの男女共同参画社会を担う子
どもたちのしつけや教育について、「ジェンダーの視点」
から考えてみましょう。といった内容で進められました。
　池田先生は講義の中で、「地域主権」の時代、地域が地
域として生き続けるためには、地域住民の力を最大限に活かす必要があること、そのためには、私
たちの頭の中の「グループの壁」を壊す必要があることをあげられました。
　例えば「女の子は○○でなくちゃね」「男の子は○○でなくちゃね」の○○の部分に私たちはどん
な言葉を入れるでしょうか。

　実際考えてみると、言葉では男女平等をうたい、理念を理解しているつも
りでも、つい一律のイメージ（ステレオタイプ）で考えていることに気づき
ます。そこで、先生からは、「一人ひとりの個人をみる視点が大切です。『女
とは』、『男とは』とくくったり、きめつけないことが大切です」とアドバイ
スがありました。私たち推進委員もなるほどと納得する内容でした。
　講座はおよそ１時間、限られた時間の中ですが充実した研修を終えること
ができました。参加者のアンケートからいくつかご紹介します。

●「ねらい」を楽しく考えさせていただきました。非常に具体的なのに理念が理解できるように準備
され、新鮮な気持ちで学ぶ事ができました。

●改めて「ジェンダー」など言葉の意味を確認することができました。多くの人にこうした研修に
参加して欲しいと痛感しました。

●委員をしている私たち自身も、男とか女とか区分けをしている現状が改めてわかり、ジェンダー
にとらわれないことの難しさに気付かされました。

●夫の家事育児の参加が多い家庭ほど出生率が高いとのことを示していただきました。男女共同参
画社会を実現していくことの重大さを再認識しました。

●グループワークの方法は、みんなで考えあい柔軟な発想をする訓練の場になりました。
など、推進委員からは、明快で内容の濃い研修を感謝する声が多く寄せられました。

　男女共同参画推進委員会では、推進委員会会議の前に委員の研修を兼ねて学習会を実施しました。
今回は、その学習会について報告します。
　学習会は、県の男女共同参画推進センター（ぴゅあ総合）の出前講座として、講師に山梨県立大学
教授の池田政子先生をお招きし、受講者も一緒に考え、語り合う参画型の講座としました。

�

　〜
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓

脂
肪
型
肥
満
）Ｑ
＆
Ａ
〜

　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
は
？

肝
臓
や
腸
な
ど
の
内
臓
の
ま
わ
り
に
脂

肪
が
た
く
さ
ん
た
ま
り
、
そ
れ
に
加
え

て
高
血
糖
、
高
血
圧
、
脂
質
異
常
と
い

っ
た
生
活
習
慣
病
の
危
険
因
子
を
あ
わ

せ
持
っ
た
状
態
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

ど
う
し
て
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
が
怖
い
の
？

肥
満
、
高
血
糖
、
高
血
圧
、
脂
質
異
常
の

４
つ
の
危
険
因
子
を
多
く
持
つ
ほ
ど
、

動
脈
硬
化
を
急
速
に
進
行
さ
せ
、
図
の

よ
う
に
心
臓
病
や
脳
卒
中
等
の
命
に
か

か
わ
る
生
活
習
慣
病
の
発
症
リ
ス
ク
を

高
め
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
か
ら
で

す
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
な
ら

な
い
よ
う
に
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い

い
の
？

食
べ
過
ぎ
、
飲
み
過
ぎ
、
運
動
不
足
等

の
日
々
の
生
活
習
慣
に
注
意
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
詳
し
い
予
防
対
策
に
つ

い
て
は
、
ま
た
次
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先
　
国
民
健
康
保
険
課

　
国
保
保
健
指
導
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
国
民
皆
保
険
制
度
を
根
底
で
支
え
つ
づ
け
て
い
る
国
民
健
康

保
険
（
以
下
「
国
保
」
）
の
制
度
や
笛
吹
市
の
現
状
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま

す
。「
み
ん
な
の
国
保
を
守
る
た
め
」
に
、
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

一人当たり医療給付費

17,000

16,800

16,600

16,400

16,200

16,000

15,800

15,600

H20.2
16,159

H21.2
16,990

H22.2
16,962

今
月
の
国
民
健
康
保
険

　
　
　
　
　
　
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
情
報

　
平
成
22
年
度
の
国
保
税
の
納
付
が
７
月

か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　
そ
の
前
に
平
成
21
年
度
の
国
保
税
の
納

め
忘
れ
が
な
い
よ
う
に
！

■
問
合
せ
先

　
国
民
健
康
保
険
課
　
国
保
総
務
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

　生活習慣病を引き起こす、メタボ

リックシンドロームを予防・改善するため、「国保保

健指導担当」は「チャレメタ（チャレンジ脱メタボ）

応援団」として、市民の皆さんに健康についての情報

をお伝えします。

（
国
保
会
計
か
ら
の
支
払
分
の
状
況
）

　
平
成
22
年
２
月
の
一
人
当
た
り
医

療
給
付
費
は
、
１
６
９
２
０
円
で
し

た
。
平
成
21
年
２
月
と
比
較
し
て
24

円
下
が
り
ま
し
た
。
一
人
ひ
と
り
の

心
が
け
が
医
療
費
節
約
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。
引
き
続
き
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

危険因子の数による心疾患の発症リスク

0

5

10

15

20

25

30

35

40

0個 1個 2個 3～4個

(倍)

35.8倍

5.8倍
5.1倍

1.0倍

4つの危険因子

・肥満

・高血糖

・高血圧

・脂質異常

危険因子の数

(例) 肥満、高血圧 (例) 高血糖＋高血圧 (例) 肥満＋高血糖＋
脂質異常症、
肥満＋高血圧＋
高血糖など



③下平井の安楽寺境内地にある3つの六地蔵。

① 井戸の石造物：坐ったお地蔵さんは両掌を合わせ、
何か箱状の物を載せている。

②井戸の六地蔵。それぞれ表情が異なる。

　
「
笛
吹
市
探
訪
」
の
№
59
で
笛
吹
市
の

石
造
物
を
取
り
上
げ
ま
し
た
が
、
今
回
は

石
和
町
の
お
地
蔵
さ
ん
の
石
像
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

　
昭
和
51
年
、
石
和
町
教
育
委
員
会
で
は

「
い
さ
わ
路
傍
の
石
造
物
」
と
い
う
冊
子

を
発
行
し
て
い
ま
す
。
３
１
９
点
あ
る
石

造
物
の
う
ち
、
一
番
多
い
の
が
道
祖
神
で

55
点
、
二
番
目
に
多
い
の
が
地
蔵
で
36
点
、

以
下
、
馬
頭
観
音
が
25
点
、
六
地
蔵
が
24

点
、
六
地
蔵
石
幢
（
せ
き
ど
う
）
が
23
点
な

ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
六
地
蔵
、
六
地
蔵

石
幢
を
お
地
蔵
さ
ん
に
含
め
る
と
83
点
と

な
り
、
数
は
道
祖
神
を
圧
倒
し
、
い
か
に

お
地
蔵
さ
ん
の
人
気
が
高
か
っ
た
か
が
分

か
り
ま
す
。

　
お
地
蔵
さ
ん
の
分
布
地
域
は
南
の
井
戸

地
区
か
ら
下
平
井
地
区
・
中
川
地
区
、
松

本
地
区
ま
で
及
び
ま
す
が
、
特
に
多
く
残

っ
て
い
る
の
が
井
戸
地
区
と
下
平
井
地
区

で
す
。
東
高
橋
地
区
、
今
井
地
区
、
日
之

出
地
区
、
川
中
島
地
区
、
山
崎
地
区
で
は

確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
お
地
蔵
さ
ん
の
石
像
は
現
在
で
も
事
故

犠
牲
者
の
慰
霊
を
目
的
に
設
置
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
石
和
町
で
も
っ
と
も

古
い
年
号
を
も
つ
お
地
蔵
さ
ん
は
、
小
石

和
地
区
に
あ
る
元
禄
２
（
１
６
８
９
）
年
の

六
地
蔵
石
幢
で
す
。

　　
井
戸
地
区
で
は
地
蔵
６
点
、
六
地
蔵
６

点
、
六
地
蔵
石
幢
１
点
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
地
区
で
最
も
古
い
地
蔵
は
六
地
蔵

で
享
保
11
（
１
７
２
６
）
年
に
建
て
ら
れ
た

も
の
で
す
。
単
体
の
地
蔵
で
最
古
の
も
の

は
寛
政
10
（
１
７
９
８
）
年
の
作
で
、
２
点

あ
り
ま
す
。
一
方
の
お
地
蔵
さ
ん
は
舟
形

光
背
（
蓮
の
花
弁
を
か
た
ど
っ
た
形
）
を
背

負
っ
て
立
ち
、
合
掌
し
て
い
ま
す
。
他
方

は
合
掌
し
て
蓮
台
の
上
に
座
っ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
石
和
の
川
中
島
地
区
か
ら
井

戸
地
区
に
か
け
て
の
平
地
は
過
去
た
び
た

び
笛
吹
川
の
氾
濫
で
流
さ
れ
た
つ
ら
い
歴

史
を
持
っ
て
い
ま
す
。
井
戸
の
お
地
蔵
さ

ん
も
洪
水
で
埋
ま
っ
た
り
流
さ
れ
た
り
し

て
失
わ
れ
た
も
の
も
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。

道
路
の
新
設
・
改
良
な
ど
に
よ
り
、
本
来

設
置
さ
れ
て
い
た
場
所
か
ら
移
さ
れ
た
も

の
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
写
真
の
石
造

物
も
本
来
の
場
所
か
ら
動
か
し
て
ま
と
め

ら
れ
た
も
の
の
よ
う
で
す
。

　　
下
平
井
地
区
で
は
地
蔵
６
点
、
六
地
蔵

３
点
、
六
地
蔵
石
幢
１
点
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。
銘
文
が
無
か
っ
た
り
風
化
し
て

は
っ
き
り
し
な
か
っ
た
り
す
る
も
の
が
ほ

と
ん
ど
で
す
が
、
一
点
の
み
享
保
７
（
１

７
２
２
）
年
の
年
号
が
刻
ま
れ
た
も
の
が

あ
り
ま
す
。

　
残
念
な
こ
と
で
す
が
地
蔵
６
点
の
中
で

頭
部
が
残
っ
て
い
る
の
は
１
点
だ
け
で
す
。

姿
は
坐
像
一
つ
、
立
像
が
五
つ
で
、
う
ち

光
背
を
も
つ
も
の
は
１
点
だ
け
で
す
。
手

の
形
は
合
掌
し
て
い
る
も
の
と
、
錫
杖（
し

ゃ
く
じ
ょ
う
）
を
も
っ
て
い
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。

　　
同
じ
お
地
蔵
さ
ん
で
あ
っ
て
も
、
表
情

や
手
の
形
、
持
ち
物
な
ど
の
違
い
が
あ
り

ま
す
。
顔
の
表
情
を
丁
寧
に
彫
っ
た
も
の

は
実
に
味
わ
い
が
あ
り
、
人
気
が
あ
り
ま

す
。
年
月
を
経
た
素
朴
な
お
地
蔵
さ
ん
に

会
い
に
出
か
け
ま
せ
ん
か
。

　
東
京
芸
術
大
学
生
、
同
大
附
属
高
等
学

校
生
ら
次
代
を
担
う
若
手
演
奏
家
に
よ
る

演
奏
会
で
す
。
瑞
々
し
い
感
性
と
豊
か
な

創
造
性
に
溢
れ
た
晴
れ
や
か
な
ス
テ
ー
ジ

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
6
月
19
日（
土
）

　
開
場
　
午
後
1
時
30
分

　
開
演
　
午
後
2
時

▼
会
場

　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
集
会
室

▼
曲
目

　
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
5
重
奏

　
ア
イ
ネ
ク
ラ
イ
ネ
ナ
ハ
ト
ム
ジ
ー
ク

　
ピ
ア
ノ
5
重
奏
　
他

▼
入
場
料
　
無
料
　

※
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
て
い
る

入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。

▼
問
合
せ
先

　
ふ
え
ふ
き
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

　
☎
0
5
5（
2
6
3
）
7
9
5
9

　
山
梨
ク
ィ
ー
ン
ビ
ー
ズ
は
、
甲
斐
市
を

本
拠
地
と
す
る
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー

ム
で
す
。
現
在
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女

子
日
本
リ
ー
グ
機
構
（
Ｗ
Ｊ
Ｂ
Ｌ
）
で
活

躍
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時
　
6
月
12
日（
土
）

　
午
後
1
時
30
分
か
ら

▼
場
所
　

い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化
館
�

多
目
的
ホ
ー
ル

▼
問
合
せ
先

い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化
館

☎
0
5
5
3（
4
7
）
6
0
6
6

▼
日
時
　
6
月
27
日（
日
）

　
午
後
1
時
〜
4
時
30
分

▼
場
所
　
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

▼
参
加
費
　
無
料
　
事
前
申
込
不
要

▼
日
時

　
6
月
5
日（
土
）〜
7
月
5
日（
月
）ま
で

▼
場
所
　
山
梨
県
立
博
物
館

▼
観
覧
料

一
般
5
0
0
円
（
常
設
展
の
観
覧
料
金

で
御
覧
い
た
だ
け
ま
す
）

▼
内
容

大
河
ド
ラ
マ
「
風
林
火
山
」
の
主
人
公

山
本
菅
助
に
つ
い
て
、
新
発
見
の
資
料

を
展
示
し
、
謎
に
包
ま
れ
た
彼
の
生
涯

を
紹
介
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
シ
ン
ボ
ル
展
と
も
に

山
梨
県
立
博
物
館

☎
0
5
5（
2
6
1
）2
6
3
1

　
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
の
安
全
な
乗
り
方

や
、
操
作
の
仕
方
な
ど
を
学
び
ま
す

▼
日
時
　
7
月
24
日（
土
）

　
受
付
　
午
前
8
時
30
分

　
開
催
　
午
前
9
時
〜
11
時

※
雨
天
の
場
合
は
25
日（
日
）に
延
期

▼
集
合
場
所

　
金
川
の
森
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

▼
講
師
　
　
　
　

日
本
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
協
会

大
久
保
学
公
認
普
及
員

▼
定
員
　
20
人（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
1
0
0
円（
保
険
料
）

▼
持
ち
物

マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト（
貸

し
出
し
も
で
き
ま
す
）

▼
服
装

　
長
ズ
ボ
ン
、
運
動
靴
、
手
袋

▼
申
込
受
付

　
6
月
24
日（
木
）か
ら

▼
申
込
・
問
合
せ
先

　
森
林
公
園
金
川
の
森
管
理
事
務
所

　
☎
0
5
5
3（
4
7
）2
8
0
5



　
専
門
学
校
山
梨
県
立
農
業
大
学
校
で
は
、

農
業
機
械
の
安
全
利
用
法
や
操
作
技
術
の

修
得
、
農
業
経
営
に
必
要
な
資
格
取
得
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
農
業
機
械
一
般
研
修

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

▼
研
修
名

ト
ラ
ク
タ
ー
単
体
研
修
・
ト
ラ
ク
タ
ー

け
ん
引
研
修
・
ト
ラ
ク
タ
ー
作
業
機
基

礎
研
修
・
小
型
バ
ッ
ク
ホ
ー
研
修
・
農

業
機
械
整
備
基
礎
研
修
・
農
業
機
械
新

技
術
研
修
・
小
型
農
業
機
械
（
刈
払
機
・

管
理
機
）
安
全
利
用
・
操
作
研
修

※
実
施
日
・
募
集
期
間
等
詳
細
は
お
問
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

農
業
者
、
農
業
生
産
法
人
就
業
者
、
新

規
就
農
希
望
者
、
農
業
指
導
者
、
農
業

関
係
各
種
機
関
・
団
体
等
に
所
属
す
る

方
な
ど

た
だ
し
、
次
の
研
修
は
条
件
を
満
た
し

て
い
な
い
と
受
講
で
き
ま
せ
ん
。

①�

ト
ラ
ク
タ
ー
単
体
研
修

普
通
自
動
車
ま
た
は
自
動
二
輪
以
上
の

運
転
免
許
証
を
有
す
る
方
。
あ
る
い
は

大
型
特
殊
自
動
車
学
科
試
験
に
合
格
し

て
い
る
者

②
ト
ラ
ク
タ
ー
け
ん
引
研
修
及
び
ト
ラ
ク

タ
ー
作
業
機
基
礎
研
修
は
、
大
型
特
殊

免
許
を
有
す
る
方

▼
申
込
方
法

各
研
修
（
作
業
機
基
礎
研
修
を
除
く
）

の
実
施
要
領
・
受
講
願
書
等
は
、
研
修

実
施
の
約
１
カ
月
半
前
に
、
関
係
各
機

関
（
市
町
村
・
Ｊ
Ａ
・
農
務
事
務
所
等
）

に
送
付
し
ま
す
。

実
施
要
領
を
確
認
の
上
、
添
付
さ
れ
て

い
る
受
講
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、農
業
大
学
校
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
実
施
要
領
・
受
講
申
込
書
の
直
接
送
付

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他

資
格
取
得
に
関
わ
る
各
種
手
数
料
等
と

研
修
に
必
要
な
テ
キ
ス
ト
に
要
す
る
経

費
に
つ
い
て
は
、
研
修
受
講
者
の
負
担

と
な
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
先
　
農
業
大
学
校
　
研
修
課

☎
0
5
5
1（
3
2
）2
2
6
9

　
春
日
居
町
中
輪
菊
愛
好
会
で
は
、
菊
の

散
歩
路
の
実
施
に
向
け
て
、
菊
作
り
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

　
菊
を
育
て
な
が
ら
魅
力
に
触
れ
て
み
ま

せ
ん
か
。

▼
活
動
内
容

菊
の
植
え
付
け
か
ら
管
理
、
蕾
の
取
り

方
ま
で
年
間
4
回
位
の
講
習
会
を
実
施

し
ま
す
。

ま
た
、
11
月
に
、
春
日
居
町
駅
前
広
場

を
起
点
に
菊
の
散
歩
路
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

▼
年
会
費
　
１
０
０
０
円

▼
申
込
・
問
合
せ
先

　
春
日
居
町
中
輪
菊
愛
好
会
　
丸
山
茂

　
☎
0
5
5
3（
2
6
）
5
0
0
0

　　
手
話
奉
仕
員
活
動
を
目
指
し
て
い
る
方
、

手
話
技
術
の
レ
ベ
ル
を
高
め
た
い
方
、
楽

し
く
手
話
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象
者

手
話
に
興
味
が
あ
る
市
内
在
住
の
方
、

市
内
在
勤
の
方
、
学
生
の
方
で
手
話
入

門
・
基
礎
講
座
終
了
者
、
ま
た
は
同
等

の
レ
ベ
ル
の
方
、
手
話
奉
仕
員
活
動
を

目
指
し
て
い
る
方

▼
期
間
（
全
37
回
）

平
成
22
年
6
月
17
日
（
木
）
〜
平
成
23
年

3
月
10
日（
木
）の
間
の
毎
週
木
曜
日
（
9

月
23
日
、
12
月
30
日
は
お
休
み
、
12
月

23
日
は
祝
日
の
た
め
22
日
に
実
施
予
定
）、

午
後
7
時
30
分
〜
9
時

▼
場
所
　
一
宮
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
講
師

　
聴
覚
障
が
い
者
講
師
、
手
話
通
訳
者

▼
定
員
　
20
人

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
込
締
切
　
6
月
14
日（
月
）

▼
申
込
・
問
合
せ
先

　
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
え
ふ
き

　
☎
0
5
5（
2
6
3
）1
7
7
7

　
地
域
で
暮
ら
し
て
い
る
視
覚
障
が
い
の

方
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
朗
読
に
よ
り

提
供
す
る
朗
読
奉
仕
員
の
養
成
講
座
を
開

催
し
ま
す
。
呼
吸
法
か
ら
朗
読
の
基
本
的

な
手
法
ま
で
楽
し
み
な
が
ら
学
べ
ま
す
。

▼
対
象
者

朗
読
に
興
味
が
あ
る
市
内
在
住
の
方
、

市
内
在
勤
の
方
で
「
声
の
広
報
」
活
動

に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
方

▼
期
間
（
全
12
回
）

6
月
15
日
（
火
）
〜
8
月
31
日
（
火
）
の
間

の
毎
週
火
曜
日

午
後
7
時
30
分
〜
9
時

▼
場
所
�

一
宮
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
講
師
　
永
田
京
子
氏

▼
定
員
　
20
人

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
込
締
切
　
6
月
14
日（
月
）

▼
申
込
・
問
合
せ
先

　
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
え
ふ
き
　

　
☎
0
5
5（
2
6
3
）1
7
7
7

①じゃがいもは皮をむき、薄い
半月切りにする。青じそ２０
枚は２cm角に切り、５枚は飾
り用にせん切りにする。

②ボウルに卵を割り、よく混ぜ
ておく。

③フライパンにオリーブオイル
を熱し、じゃがいもがすき通
るまで炒め、塩こしょうをする。
青じそを入れさらに炒める。

④③に②の卵を全体にかけ、ふ
たをして弱火で８分ほど焼き、
表面の卵がふっくらできたら
裏返し、ふたをしてさらに８
分ほど焼く。

⑤フライ返しで底を離し、火を
止めそのまま２分ほど蒸らす。

⑥ひっくり返して、皿に盛り付け、
飾り用の青じそを上にのせる。

■問合せ先　健康づくり課　健康企画担当　☎�055（261）1901

材料（8人分）
じゃがいも………中3個
青じそ……………25枚
卵…………………8個

オリーブオイル……大さじ4
塩……………………少々
こしょう……………少々

【作り方】

　市では、市民が健やかで生きいきと暮らせるまちをめざし「笛吹市食事バ

ランスガイド」を使って、食を通じた健康づくりを進めています。

副菜1つ

主菜1つ

　「笛吹市食事バランスガイド」は市役所本

庁・支所、図書館等に置いてありますので、

ご活用ください。詳しく知りたい方は、お問

い合わせください。

食育の推進目標

○笛吹市食事バランスガイドを
　知っている市民の割合を
　50％以上に

○子ども
　1日3食摂る習慣を身につける

○おとな
　バランスの良い食事を摂る



　　
市
で
は
、
私
立
幼
稚
園
に
通
園
し
て
い

る
園
児
の
保
護
者
の
所
得
に
応
じ
て
経
済

的
負
担
の
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
少
子
化

対
策
、
幼
児
教
育
の
一
層
の
普
及
を
図
る

た
め
、
平
成
22
年
度
私
立
幼
稚
園
就
園
奨

励
費
補
助
事
業
を
国
の
助
成
を
受
け
て
実

施
し
ま
す
。

▼
対
象

市
内
に
住
所
を
有
し
、
私
立
幼
稚
園
に

在
園
す
る
満
3
歳
〜
5
歳
の
園
児
の
保

護
者

（
市
民
税
の
所
得
割
に
応
じ
て
補
助
さ

れ
る
金
額
が
決
定
さ
れ
ま
す
。
下
の
補

助
額
区
分
表
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
）

通
園
し
て
い
る
私
立
幼
稚
園
の
所
在
地

は
市
内
・
市
外
を
問
い
ま
せ
ん
。

▼
申
請
方
法

「
保
育
料
減
免
措
置
に
関
す
る
調
書
」

に
よ
り
、
私
立
幼
稚
園
を
通
し
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
、
添
付
書
類
も
提
出
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
通
園
し
て
い
る
幼

稚
園
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先
　
教
育
総
務
課
　
総
務
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
1
）
3
3
3
6

　
市
で
は
、
上
記
の
対
象
者
と
し
て
平
成

18
年
4
月
2
日
〜
平
成
20
年
4
月
1
日
生

ま
れ
の
お
子
さ
ん
に
予
診
票
等
必
要
な
通

知
を
出
し
ま
す
。
（
今
か
ら
3
歳
に
な
る

お
子
さ
ん
に
は
誕
生
月
ご
と
に
通
知
を
出

し
ま
す
。
）
通
知
が
届
い
た
方
は
、
体
調

の
良
い
と
き
に
医
療
機
関
に
予
約
を
し
て

受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
平
成
17
年
か
ら
の
見
合
わ
せ
に
よ
り
接

種
を
受
け
て
い
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
現

在
、
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
、
接
種
方
法

等
の
検
討
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
決
ま
り
次

第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
第
2
期
（
9
歳
以
上
13
歳
未
満
）
に
つ

い
て
は
、
新
ワ
ク
チ
ン
の
使
用
が
で
き

ま
せ
ん
の
で
引
き
続
き
見
合
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

▼
問
合
せ
先

　
健
康
づ
く
り
課
　
母
子
保
健
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
1

　平成17年から見合わせていた日本脳炎の予防接種が一部再開され

ます。

　新しいワクチン（乾燥細胞培養日本脳炎ワクチン）が認可されま

したが、全国一斉にすべての対象のお子さんに接種することはでき

ません。

　平成22年４月１日付けで、厚生労働省より、「第１期の標準的な接

種期間に該当する者（平成22年度に３歳に対する初回接種）」に対し

て実施するよう通知がありました。

第３子以降

補助額区分表

4

1

2

3

区　　分
補助額（年額）

第１子 第２子

260,000円146,200円 190,000円

253,000円110,800円 165,000円

248,000円84,200円 146,000円

243,000円59,200円 129,000円

生活保護法の規定による保護を受
けている世帯及び当該年度に納付
すべき市民税が非課税の世帯

当該年度の市民税の所得割額が
34,500円以下の世帯

当該年度の市民税の所得割額が
183,000円以下の世帯

当該年度の市民税の所得割額が非
課税の世帯

　
オ
イ
ル
を
使
っ
た
3
回
コ
ー
ス
の
ベ
ビ

ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
親
子
の
き
ず
な
づ
く
り

を
し
ま
せ
ん
か
。

　
赤
ち
ゃ
ん
の
心
理
学
を
学
ぶ
時
間
や
テ

ィ
ー
タ
イ
ム
も
あ
り
ま
す
。

▼
対
象

生
後
2
カ
月
か
ら
ハ
イ
ハ
イ
前
の
お
子

さ
ん
と
保
護
者
　
10
組

※
最
小
遂
行
組
数
　
3
組

▼
日
時

6
月
10
日（
木
）・
17
日（
木
）・
24
日（
木
）

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

▼
場
所

つ
ど
い
の
広
場
ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う
（
石
和

町
市
部
4
4
8
）

▼
講
師

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
国
際
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
協
会

認
定
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

▼
参
加
費

3
回
コ
ー
ス
3
0
0
0
円
（
心
理
学
の

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
付
音
楽
Ｃ
Ｄ
と
オ
イ
ル

１
本
付
き
）

▼
持
ち
物

普
段
使
っ
て
い
る
バ
ス
タ
オ
ル
・
フ
ェ

イ
ス
タ
オ
ル
　
お
子
さ
ん
の
身
の
回
り

品
と
飲
み
物

▼
申
込
・
問
合
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ�

�
�Ｓ

ｐ
ａ
ｃ
ｅ

ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う

☎
0
5
5（
2
6
1
）
0
2
1
8

　　
体
を
動
か
す
こ
と
が
大
好
き
な
親
子
の

皆
さ
ん
。
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
、
遊
び
な
が

ら
親
子
体
操
で
き
ず
な
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象
・
定
員

　
歩
け
る
お
子
さ
ん
と
保
護
者
20
組

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

▼
日
時
　

　
6
月
30
日（
水
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
45
分

　
受
付
　
10
時
15
分
か
ら

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
２
階

▼
講
師

　
岩
間
美
智
子
氏
（
日
本
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
協
会
認
定
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
持
ち
物

お
子
さ
ん
の
身
の
回
り
品
、
親
子
の
飲

み
物

▼
申
込
・
問
合
せ
先

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
き
っ
ず
い
ち

の
み
や
」

☎
0
5
5
3（
4
7
）1
3
4
5

５
年
一
括
納
付
・
単
年
一
括
納
付
の
場
合

納
付
期
間
は
、
６
月
1
日
（
火
）
〜
14
日

（
月
）
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
〈
口
座
振
替
の
場
合
は
、
6
月
14

日（
月
）に
指
定
口
座
よ
り
引
落
〉

※
納
付
期
間
内
に
お
支
払
い
を
さ
れ
な

か
っ
た
（
口
座
振
替
が
で
き
な
か
っ
た
）

方
は
、
自
動
的
に
支
払
方
法
が
報
奨

金
な
し
の
分
割
納
付
に
切
り
替
わ
り

ま
す
。

分
割
納
付
の
場
合

第
1
期
の
納
期
限
日
は
、
6
月
30
日（
水
）

〈
口
座
振
替
の
場
合
は
、
6
月
25
日（
金
）

に
指
定
口
座
よ
り
引
落
〉
で
す
。

※
不
明
な
点
が
あ
る
場
合
に
は
、
下
水
道

課
ま
た
は
各
支
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

　
下
水
道
課
　
管
理
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
1
）
3
3
4
7

　
市
で
は
、
4
月
か
ら
1
年
間
を
か
け
て
、

「
浄
化
槽
世
帯
調
査
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　
下
水
道
供
用
開
始
区
域
内
で
、
浄
化
槽

を
使
用
し
て
い
る
方
に
つ
い
て
、
利
用
人

数
、
浄
化
槽
（
合
併
・
単
独
）
を
調
査
し

て
い
ま
す
。

　
な
お
、
そ
の
際
、
公
共
下
水
道
へ
の
早

期
接
続
の
お
願
い
を
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
員

常
に
2
人
で
訪
問
し
ま
す
。

笛
吹
市
の
マ
ー
ク
の
帽
子
と
、
「
笛
吹

市
下
水
道
課
」
の
黄
色
い
腕
章
を
着
用

し
、
常
に
調
査
員
証
を
携
帯
し
て
い
ま

す
。

▼
問
合
せ
先

　
下
水
道
課
　
管
理
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
1
）
3
3
4
7



　
農
薬
を
取
り
扱
う
皆
さ
ん
、
農
薬
は
正

し
く
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
農
薬
を
取
り
扱
う
方
の
安
全
は
も
ち
ろ

ん
、
農
薬
が
周
辺
の
住
宅
や
他
の
農
作
物

に
飛
散
し
な
い
よ
う
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
住
宅
地
周
辺
に
お
い
て
農
薬
を
散
布
す

る
時
は
、
事
前
に
周
辺
住
民
に
連
絡
し

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
散
布
方
法
や

時
間
帯
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○
農
薬
の
残
液
を
河
川
等
に
流
す
と
、
環

境
汚
染
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
農
薬
調

整
時
に
は
一
度
の
散
布
で
使
い
き
れ
る

量
を
調
整
し
残
液
は
散
布
む
ら
の
調
整

に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
散
布

に
使
用
し
た
器
具
や
容
器
を
洗
浄
し
た

水
は
、
排
水
路
や
河
川
等
に
直
接
排
水

す
る
こ
と
を
避
け
て
く
だ
さ
い
。

○
農
薬
を
使
用
す
る
と
き
は
、
農
薬
の
ラ

ベ
ル
に
書
か
れ
て
い
る
適
用
作
物
、
使

用
濃
度
、
使
用
時
期
や
使
用
回
数
な
ど

の
安
全
使
用
基
準
や
注
意
事
項
を
守
っ

て
く
だ
さ
い
。

○
事
業
所
や
家
庭
に
お
い
て
、
樹
木
や
花

壇
な
ど
の
病
害
虫
防
除
や
、
駐
車
場
な

ど
の
農
地
以
外
の
場
所
で
除
草
剤
を
散

布
す
る
よ
う
な
場
合
に
も
、
周
辺
で
栽

培
さ
れ
て
い
る
農
作
物
に
農
薬
が
飛
散

す
る
と
、
そ
の
農
作
物
が
出
荷
で
き
な

く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　
農
薬
の
飛
散
な
ど
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
を

防
ぐ
に
は
、
農
家
、
非
農
家
を
問
わ
ず
、

地
域
に
お
い
て
日
頃
か
ら
連
絡
を
取
り
合

う
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

▼
問
合
せ
先

農
林
振
興
課
　
農
林
経
営
担
当

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

　
笛
吹
市
結
婚
相
談
所
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
・
場
所

○
6
月
4
日（
金
）

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

春
日
居
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

○
6
月
20
日（
日
）

午
前
10
時
〜
12
時

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

春
日
居
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

（
両
日
と
も
に
受
付
は
４
時
ま
で
）

※
初
回
の
相
談
は
、
予
約
不
要
で
す
。

※
継
続
し
た
相
談
を
希
望
す
る
場
合
は
、

結
婚
相
談
の
登
録
が
必
要
で
す
。
印
鑑
・

Ｌ
版
写
真
2
枚
・
独
身
証
明
書
・
身
分

証
明
書
の
写
し
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
笛
吹
市
結
婚
相
談
員
は
、
電
話
で
相
談

所
未
登
録
者
に
結
婚
適
齢
者
の
情
報
を

聞
き
だ
す
こ
と
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
電
話
が
あ
っ
て
も
、
情
報

を
提
供
し
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

▼
問
合
せ
先
　
市
民
活
動
支
援
課

市
民
活
動
支
援
担
当

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

　
甲
府
地
方
法
務
局
で
は
、
登
記
、
戸
籍
、

供
託
、
訟
務
、
人
権
擁
護
や
成
年
後
見
登

記
に
関
す
る
事
務
な
ど
、
皆
さ
ん
の
生
活

に
深
く
関
わ
る
事
務
を
取
り
扱
っ
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
ら
に
つ
い
て
質
問
や
知
り
た
い
こ

と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
法
務
局
の
職

員
、
公
証
人
が
お
答
え
す
る
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

6
月
13
日（
日
）

午
前
9
時
〜
午
後
3
時
30
分

▼
場
所

　
甲
府
地
方
法
務
局
4
階
会
議
室

※
予
約
不
要
、
秘
密
は
守
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
先
　
甲
府
地
方
法
務
局

☎
0
5
5（
2
5
2
）
7
1
5
3

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
や
消
費
者
金
融
（
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
金
融
）
な
ど
複
数
の
金
融
業
者
か

ら
お
金
を
借
り
て
お
悩
み
の
方
は
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
相
談
会
は
、
金
融
庁
の
多
重
債
務

問
題
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、
市

に
お
い
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

▼
日
時

6
月
16
日（
水
）

受
付
　
午
後
1
時
30
分
か
ら

�
�
�

午
後
3
時
ま
で

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
パ
リ
オ

　
2
階
　
会
議
室

▼
相
談
時
間
　
1
人
30
分
以
内

▼
相
談
員

　
網
倉
義
久
氏（
司
法
書
士
）

▼
持
ち
物

借
入
先
や
借
入
金
額
、
収
入
等
が
わ
か

る
資
料
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
予
約
不
要
、
秘
密
は
守
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
先

市
民
活
動
支
援
課
　
市
民
生
活
担
当

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

■問合せ先　農林振興課　農林経営担当　☎�055（262）4111

平成22年４月28日決定

農作業の種類 区������������分 単　価（円） 備　　　　考

果�������樹

一�������般

その他作業

共選出荷作業

直　売　所　関　係

水�������田

誘引　つる伏

摘粒　摘果

袋掛

ジベ処理

収穫

その他

剪定

一般農作業

病害虫防除

畑耕うん��中耕

除草

6月～９月

耕起代かき

代かき

機械田植え

稲刈り

脱穀

一�����������日

時�����������給

時�����������給

時����給

時����給

一般

大・高校生

10a　１回

10a　１回

一般農地10a�

荒廃農地10a�

特殊性があるため各共選場ごとの単価となります

一般男女

大学生

高校生

10a�

10a

10a

10a

10a

10,000

1,250

900

850

7,000

10,000

6,000

20,000

800

750

700

13,000

7,000

9,000

9,000

9,000

900

労働時間：一日8時間
午前8時～午後6時
賄いなし
休憩：午前午後　各30分

薬剤：依頼者負担
機械燃料：請負者負担
棚、資材、樹木処理別途協議

賄いなし
機械燃料：請負者負担

賄いなし

　
東
京
地
方
税
理
士
会
甲
府
支
部
で
は
、

相
続
税
、
所
得
税
お
よ
び
法
人
税
等
の
税

金
無
料
相
談
を
実
施
し
ま
す
の
で
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
7
月
8
日（
木
）

　
午
後
1
時
〜
4
時

▼
場
所

　
笛
吹
市
役
所
本
庁
3
階
　
第
3
会
議
室

　※
予
約
不
要

▼
問
合
せ
先

　
東
京
地
方
税
理
士
会
甲
府
支
部

　（
担
当
　
塩
谷
）

　
☎
0
5
5（
2
3
3
）1
3
1
8

　
7
月
に
任
期
満
了
を
む
か
え
る
参
議
院

議
員
通
常
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
詳
細
は
、
来
月
号
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先
�

笛
吹
市
選
挙
管
理
委
員
会

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

　
市
の
平
成
23

年
成
人
式
は
、
平

成
23
年
1
月
9

日
（
日
）
午
後
１

時
か
ら
開
催
し
ま
す
。

　
市
外
に
住
所
が
あ
る
方
で
、
笛
吹
市
成

人
式
に
参
加
希
望
の
方
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

　
生
涯
学
習
課
　
生
涯
学
習
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
1
）
3
3
3
9

　
N
T
T
東
日
本
で
は
地
球
環
境
保
護
・

資
源
の
有
効
活
用
の
た
め
、
「
古
い
電
話

帳
か
ら
新
し
い
電
話
帳
へ
」
の
考
え
の
下
、

古
い
電
話
帳
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
積
極
的
に

推
進
し
て
い
ま
す
。
新
し
い
電
話
帳
を
各

家
庭
に
6
月
中
に
お
届
け
し
ま
す
の
で
、

そ
の
際
古
い
電
話
帳
を
配
達
員
へ
お
渡
し

く
だ
さ
い
。

　
不
在
等
で
古
い
電
話
帳
を
回
収
で
き
な
か

っ
た
お
客
様
へ
は
、
改
め
て
回
収
に
お
伺
い

し
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先
　
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ

　
☎
0
1
2
0（
5
0
6
）
3
0
9

　農作業労働の標準賃金について、４月28日、笛吹市農業労働力対策協議会において、市の実情等
を考慮の上、次のとおり決定しましたので、雇主並びに農業従事者共に参考にしてくださいますよう
お願いします。



　
麦
・
大
豆
・
米
粉
用
米
・
飼
料
用
米
な

ど
に
つ
い
て
、
生
産
拡
大
を
促
す
対
策
と
、

水
田
農
業
の
経
営
安
定
を
図
る
対
策
を
セ

ッ
ト
で
行
な
い
ま
す
。

①
米
の
モ
デ
ル
事
業

▼
概
要

自
給
率
向
上
の
環
境
整
備
を
図
る
た
め

に
、
米
の
生
産
数
量
目
標
に
従
っ
て
生

産
す
る
販
売
農
家
・
集
落
営
農
の
皆
さ

ん
に
対
し
て
主
食
用
米
の
作
付
面
積
10

ア
ー
ル
当
た
り
１
万
５
千
円
を
定
額
交

付
し
ま
す
。

▼
交
付
単
価

▼
交
付
対
象
者

生
産
数
量
目
標
の
範
囲
内
で
主
食
用
米

の
生
産
を
行
っ
た
販
売
農
家
・
集
落
営

農
の
う
ち
、
水
稲
共
済
加
入
者
（
当
然

加
入
面
積
未
満
の
場
合
は
、
21
年
度
の

出
荷
・
販
売
実
績
の
あ
る
方
）

▼
交
付
対
象
面
積

主
食
用
米
の
作
付
面
積
か
ら
、
自
家
飯

米
・
縁
故
米
用
に
供
さ
れ
る
分
と
し
て

一
律
10
ア
ー
ル
を
差
し
引
い
た
面
積

②
自
給
率
向
上
事
業

▼
概
要

自
給
率
向
上
の
た
め
に
水
田
で
麦
・
大

豆
・
米
粉
用
米
・
飼
料
用
米
な
ど
を
生

産
す
る
販
売
農
家
・
集
落
営
農
の
皆
さ

ん
に
、
主
食
用
米
と
同
等
の
所
得
を
確

保
で
き
る
水
準
の
支
援
を
行
な
い
ま
す
。

▼
交
付
単
価

▼
問
合
せ
先

　
農
林
振
興
課
　
農
産
推
進
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）４
１
１
１

　
総
務
省
で
は
、
6
月
1
日
か
ら
10
日
ま

で
を
「
電
波
利
用
環
境
保
護
周
知
啓
発
強

化
期
間
」
と
し
て
、
電
波
を
正
し
く
利
用

し
て
い
た
だ
く
た
め
の
周
知
・
啓
発
活
動

お
よ
び
不
法
無
線
局
の
取
り
締
ま
り
を
強

化
し
ま
す
。

　
私
た
ち
の
生
活
や
安
全
に
必
要
な
テ
レ

ビ
・
ラ
ジ
オ
放
送
、
携
帯
電
話
、
警
察
・

消
防
・
救
急
用
無
線
な
ど
の
電
波
利
用
を

保
護
し
、
安
全
で
豊
か
な
社
会
を
実
現
す

る
た
め
に
、
電
波
は
ル
ー
ル
を
守
り
、
正

し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
先

　
関
東
総
合
通
信
局

○
不
法
無
線
局
に
よ
る
混
信
・
妨
害

　
☎
0
3（
6
2
3
8
）1
9
3
9

○
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
受
信
妨
害

　
☎
0
3（
6
2
3
8
）1
9
4
5

○
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
受
信
相
談

　
☎
0
3（
6
2
3
8
）1
9
4
4

定額部分（10㌃当たり）

15,000円（恒常的なコス
ト割れ相当分の助成）

22年産の販売価格が、過
去３年の販売価格を下
回った場合にその差額
を基に算定

変動部分（10㌃当たり）

単　価

（10㌃当たり）
作　　　物

麦、大豆、飼料作物

米粉用･飼料用･バイオ燃料

用米、WCS用稲

そば（申請状況により減額

の場合あり）

加工用米、なたね

その他作物（野菜、果樹、花き、

特産作物）

（販売しない地力増進作物、

景 観 形 成 作 物 は 半 額 の

5,000円程度）�

二毛作（裏作）助成

（主食用米＋戦略作物　戦

略作物＋戦略作物のみ対象）
15,000円

35,000円

80,000円

22,000円

20,000円

10,000円

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
は
す
で

に
お
済
み
で
す
か
。

　
消
防
法
の
改
正
に
よ
り
、
す
べ
て
の
住

宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務

付
け
ら
れ
ま
し
た
。

・
新
築
住
宅
へ
の
適
用
は
、
平
成
18
年
6

月
1
日
以
降
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

・
既
存
住
宅
へ
の
適
用
は
、
平
成
23
年
5
月

31
日
ま
で
に
設
置
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

な
ぜ
、「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」
が
必
要

な
の
で
し
ょ
う
か
。

①
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
を
低
減
す
る
た

め
、
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

②
建
物
火
災
に
よ
る
死
者
数
の
約
9
割
が
、

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数
と
な
っ
て
い

ま
す
。

③
火
災
の
発
生
時
間
は
、
午
後
10
時
か
ら

翌
朝
の
6
時
ま
で
の
就
寝
時
間
帯
に
多

く
発
生
し
て
い
ま
す
。

④
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の
う
ち
、
約
7

割
が
就
寝
中
の
逃
げ
遅
れ
が
原
因
と
な

っ
て
い
ま
す
。

⑤
ア
メ
リ
カ
で
は
「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」

の
設
置
が
義
務
化
さ
れ
、
火
災
に
よ
る

死
者
数
が
大
幅
に
減
っ
た
こ
と
が
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。

設
置
が
必
要
な
場
所

①
普
段
、
就
寝
に
使
わ
れ
る
部
屋
に
設
置

し
ま
す
。
子
供
部
屋
や
老
人
の
居
室
な

ど
も
、
就
寝
に
使
わ
れ
て
い
る
場
合
は
、

対
象
に
な
り
ま
す
。

②
2
階
以
上
に
就
寝
の
部
屋
が
あ
る
場
合
、

1
階
へ
通
じ
る
階
段
の
上
部
に
設
置
し

ま
す
。

③
就
寝
に
使
用
し
な
い
部
屋
で
7
㎡
（
4

畳
半
）
以
上
の
居
室
が
5
以
上
あ
る
階

の
廊
下
に
設
置
し
ま
す
。

※
台
所
に
は
設
置
義
務
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、

設
置
を
お
勧
め
し
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
種
類
・
選
び
方

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
に
は
、
煙
に
反
応

す
る
「
煙
感
知
式
」
と
熱
に
反
応
（
警
報
器

イ
メ
ー
ジ
）す
る「
熱
感
知
式
」が
あ
り
ま
す
。

寝
室
・
階
段
に
は
煙
感
知
式
、
台
所
に
は

熱
感
知
式
を
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

　
防
災
設
備
取
扱
店
、
家
電
販
売
店
、
ホ

ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
購
入
で
き
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
品
質
を
保
証
す
る

も
の
に
は
、
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク
（
日
本
消
防
検

定
協
会
の
鑑
定
品
）
が
表
示
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
購
入
時
の
目
安
と
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
問
合
せ
先

笛
吹
市
消
防
本
部
�

予
防
課

☎
0
5
5（
2
6
2
）8
5
2
8

不適正な価格、規定外商品の訪問販売の事

例が報告されています。市の職員、消防職

員による訪問販売や業者への委託販売は一

切行っていませんので、ご注意ください。

警報器イメージNSマーク

入札日決定業者決定額（円）予定価格（円）件　　名 場　所

市之蔵水路改修工事

小黒坂水路改修工事

（仮称）八代スマートインターチェンジ整備効果検討業務委託

下水道管渠実施設計委託第７工区（御坂）

一宮町市之蔵地内

境川町小黒坂地内

八代町南地内

御坂町二之宮地内

¥4,100,000

¥5,800,000

¥3,700,000

¥18,000,000

¥3,850,000

¥5,490,000

¥3,400,000

¥7,980,000

武藤工業（株）

（株）上組

平成22年3月25日

〃

〃

〃

（株）オリエンタルコンサル
タンツ山梨事務所

新都上下水道設計㈱
山梨支社



■問合せ先　生涯学習課　青少年育成コーディネーター　☎055（261）3339

　生涯学習課では、3月21日に笛吹市自然体験教室「親子

で若彦トンネルを歩こう」を実施しました。市内各地から

幼児11名・小学生46名・保護者48名が参加して、楽しい半

日を過ごすことができました。当日は、強風と寒さでかな

り厳しい気象条件でしたが、徒歩でトンネル内を歩いたた

めに寒さもあまり気にならず、参加者全員が満足できた楽

しい教室になりました。

　今回の事業は、笛吹市芦川地区と富士河口湖町大石地区

を結ぶ若彦トンネルの開通を前に、親子で歩きながら交流を深めてもらおうと、県のご理解を

いただきながら実施いたしました。若彦トンネルは全長2,615メートルあり、小さい子どもには

距離が長くて大変かなと心配しましたが、子ども達は親を追い越して元気に走り回っていました。

　トンネルの中ほどに笛吹市と富士河口湖町の境界があり、親子で記念写真を撮ったりして良

い思い出になったようです。いつかこのトンネルを車で通る時に、この体験教室の事を思い出

すのではないかと思います。

　最近の青少年は自然の中での体験が極端に少なくなっています。これからも、生涯学習課で

は自然体験活動を通して、青少年の健全育成を図っていきます。

■
日
時

　
６
月
５
日（
土
）

集
合
午
前
９
時
（
正
午
解
散
予
定
）

少
雨
決
行

■
定
員

　
30
人
（
要
事
前
申
込
）

■
参
加
費
　
無
料

※
歩
き
や
す
い
格
好
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
の
や

さ
し
い
調
べ
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　
６
月
13
日（
日
）

　
午
後
２
時
〜

■
定
員

　
60
名
（
要
事
前
申
込
）

■
参
加
費

　
入
館
料
の
み

　
市
内
在
住
の
小
学
生
は
「
利
用
券
」

の
提
示
で
、
本
人
と
同
伴
の
家
族
が

入
館
無
料
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
釈

迦
堂
を
楽
し
く
ご
利
用
い
た
だ
き
な

が
ら
応
援
し
て
く
だ
さ
る
フ
ァ
ン
ク

ラ
ブ
会
員
（
年
会
費
１
０
０
０
円
）

も
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
釈
迦
堂
を

お
気
に
入
り
の
場
所
と
し
て
楽
し
く

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
開
館
時
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

○
休
館
日

火
曜
日
・
祝
日
の
翌
日

（
土
・
日
除
く
）

■
入
館
料

　
一
般
・
大
学
生
　
２
０
０
円

　
小
中
高
生
　
　
　
１
０
０
円

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
☎
０
５
５
３（
４
７
）３
３
３
３

■
新
聞
紙
・
チ
ラ
シ

ビ
ニ
ー
ル
ひ
も
で
十
文
字
に
束
ね
る
。

■
牛
乳
パ
ッ
ク

開
い
て
水
で
洗
い
、
ビ
ニ
ー

ル
ひ
も
で
十
文
字
に
束
ね
る
。

■
ダ
ン
ボ
ー
ル

た
た
ん
で
ビ
ニ
ー
ル
ひ
も
で
十
文
字
に

束
ね
る
。

■
雑
誌

ビ
ニ
ー
ル
ひ
も
で
十
文
字
に
束
ね
る
。

■
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

キ
ャ
ッ
プ
と
ラ
ベ
ル
を

外
し
、
水
で
洗
っ
て
つ

ぶ
す
。
（
キ
ャ
ッ
プ
と
ラ
ベ
ル
は
「
そ

の
他
プ
ラ
」
と
し
て
出
す
）

■
空
き
び
ん

水
で
洗
っ
て
、
無
色
・
茶
色
・
そ
の
他

の
色
に
分
け
て
出
す
。

（
化
粧
品
や
薬
品
の
入
っ
て
い
た
び
ん
は
、

「
不
燃
性
粗
大
ご
み
」
と
し
て
出
す
）

■
空
き
缶

水
で
洗
っ
て
出
す
。
（
ア
ル
ミ
缶
、
ス

チ
ー
ル
缶
混
合
で
よ
い
）

ス
プ
レ
ー
缶
は
、
穴
を
開
け
ガ

ス
を
抜
く
。

（
ペ
ン
キ
や
薬
品
類
が
入
っ
て

い
た
缶
は
、
「
不
燃
性
粗
大
ご

み
」
と
し
て
出
す
）

※
ご
み
は
、
地
域
の
指
定
場
所
や
時
間
を

守
っ
て
出
し
ま
し
ょ
う
。
次
回
は
、「
粗

大
ご
み
の
分
別
・
出
し
方
」
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　
住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
は
、
地
球
温
暖
化

対
策
の
推
進
や
経
済
の
活
性
化
を
目
的
と

し
て
、
エ
コ
住
宅
を
新
築
し
た
方
や
エ
コ

リ
フ
ォ
ー
ム
を
し
た
方
に
ポ
イ
ン
ト
を
発

行
し
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
さ
ま
ざ
ま
な
商

品
と
の
交
換
や
追
加
工
事
の
費
用
に
充
て

る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

■
発
行
ポ
イ
ン
ト
数

・
エ
コ
住
宅
新
築

　
一
戸
あ
た
り
30
万
ポ
イ
ン
ト

・
エ
コ
リ
フ
ォ
ー
ム

　
一
戸
あ
た
り
30
万
ポ
イ
ン
ト
上
限

（
ポ
イ
ン
ト
を
追
加
工
事
費
用
に
充
て

る
場
合
、
１
ポ
イ
ン
ト
は
１
円
換
算
に

な
り
ま
す
）

※
住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
は
、
国
土
交
通
省
・

経
済
産
業
省
・
環
境
省
の
三
省
合
同
事

業
で
す
。
詳
し
く
は
、
次
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　h
ttp

:/
/

ju
ta

k
u

.e
c
o

-
p

o
in

ts
.jp

/

■
問
合
せ
先
　
住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
事
務
局

　
☎
０
５
７
０（
０
６
４
）７
１
７

　（
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

　
ペ
ッ
ト
に
も
防
災
の
準
備
を
！

　
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
災
害
に
備

え
て
、
ペ
ッ
ト
用
の
エ
サ
や
水
、
写
真
な

ど
を
避
難
袋
に
入
れ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
飼
い
主
が
分
か
る
よ
う
迷
子
札
を
着
け

た
り
、
ケ
ー
ジ
に
お
と
な
し
く
入
る
し
つ

け
も
必
要
で
す
。

　
甲
府
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
の
「
な
で

し
こ
工
房
」
で
再
生
し
た
自
転
車
を
抽
選

販
売
し
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
６
月
５
日（
土
）

　
受
　
付
　
午
前
９
時
〜
10
時

　
抽
選
会
　
午
前
10
時
15
分
か
ら

■
場
所
　
甲
府
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

　
再
生
品
頒
布
室（
甲
府
市
上
町
６
０
１
―
２
）

■
問
合
せ
先
　
甲
府
市
　
環
境
部

　
廃
棄
物
対
策
室
　
減
量
課

　
☎
０
５
５（
２
４
１
）４
３
２
７



　
４
月

13
日
、
中
国
・
安
徽
省
か

ら
の
訪
問
団

18
人
が
、
笛
吹
市
を

訪
れ
ま
し
た
。

　
訪
問
団
は
同
省
の
旅
遊
局
長
を
は

じ
め
と
す
る
観
光
部
局
の
一
行
で
、

日
本
の
観
光
や
農
業
に
つ
い
て
研
修

す
る
た
め
に
来
日
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
一
行
は
市
役
所
で
の
歓

迎
セ
レ
モ
ニ
ー
に
お
い
て
市
の
概
況

説
明
を
受
け
た
後
、
釈
迦
堂
遺
跡
博

物
館
や
市
内
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
視
察

し
ま
し
た
。
ま
た
、
桃
の
ほ
場
を
訪

れ
た
際
に
は
、
農
家
の
方
か
ら
栽
培

技
術
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

　
今
回
の
訪
問
を
機
に
、
今
後
安
徽

省
と
笛
吹
市
の
交
流
が
深
ま
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

桃の栽培技術について熱心に質問

　
４
月
５
日
、
Ｊ
Ａ
ふ
え
ふ
き
（
關

本
得
郎
代
表
理
事
組
合
長
）
の
代
表

４
人
が
笛
吹
市
教
育
委
員
会
を
訪
れ
、

補
助
教
材
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
贈
呈
さ
れ
た
補
助
教
材
は
「
農
業

と
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
」
「
み
ん

な
の
大
地
・
森
・
海
の
め
ぐ
み
」
で
、

食
料
を
生
産
す
る
「
農
」
の
役
割
や

重
要
性
を
学
べ
る
よ
う
市
内
の
小
学

校
５
年
生
を
対
象
と
し
て
配
ら
れ
ま

す
。

關本代表理事組合長から山田教育長に補助教材が手渡されました

グランドいっぱいに広がり熱戦が繰り広げられました

　
４
月
７
・
８
日
、
花
鳥
の
里
ス
ポ

ー
ツ
公
園
（
御
坂
町
）
で
「
第
６
回

笛
吹
市
み
さ
か
桃
の
花
ま
つ
り
全
国

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
大
会
に
は
県
内
外
か
ら
１
６
５
チ

ー
ム
・
約
１
０
０
０
人
が
参
加
し
、

腕
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　
上
位
入
賞
チ
ー
ム
は
次
の
と
お
り

で
す
。

■
Ａ
ク
ラ
ス

１
位
　
浜
松
ク
ラ
ブ
　
　
　（
静
岡
）

２
位
　
み
か
ぼ
藤
岡
　
　
　（
群
馬
）

３
位
　
長
坂
オ
オ
ム
ラ
サ
キ（
山
梨
）

３
位
　
ウ
イ
ン
ゲ
ッ
タ
ー
Ｋ（
東
京
）

■
Ｂ
ク
ラ
ス

１
位
　
や
ま
な
み
ク
ラ
ブ
　（
山
梨
）

２
位
　
セ
ブ
ン
・
ク
ラ
ブ
　（
東
京
）

３
位
　
坊
ヶ
峰
　
　
　
　
　（
山
梨
）

３
位
　
萩
原
同
好
会
　
　
　（
静
岡
）

■
Ｃ
ク
ラ
ス

１
位
　
ハ
ッ
ピ
ー
タ
イ
ム
　（
東
京
）

２
位
　
君
津
フ
レ
ン
ズ
　
　（
千
葉
）

３
位
　
猿
橋
小
柳
　
　
　
　（
山
梨
）

３
位
　
ウ
イ
ン
ゲ
ッ
タ
ー
Ｇ（
東
京
）

■
Ｄ
ク
ラ
ス

１
位
　
ポ
ピ
ー
　
　
　
　
　（
山
梨
）

２
位
　
茨
城
つ
く
ば
　
　
　（
茨
城
）

３
位
　
葛
飾
さ
ざ
ん
か
Ａ
　（
東
京
）

３
位
　
中
央
た
か
ら
　
　
　（
山
梨
）

■
Ｅ
ク
ラ
ス

１
位
　
ジ
ャ
ン
ボ
　
　
　
　（
静
岡
）

２
位
　
清
瀬
Ｇ
Ｂ
Ｆ
　
　
　（
東
京
）

３
位
　
友
愛
ク
ラ
ブ
深
沢
　（
静
岡
）

３
位
　
ラ
ブ
ラ
ブ
　
　
　
　（
山
梨
）

　
４
月

11
日
、
一
宮
町
で
第
６
回

笛
吹
市
い
ち
の
み
や
桃
の
里
マ
ラ
ソ

ン
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
快
晴
の
も
と
、
桃
の
花

が
咲
く
一
宮
町
内
の
コ
ー
ス
を
４
６

３
８
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
走
り
、
４
１

０
１
人
が
完
走
し
ま
し
た
。

ゴールするランナー

　
ま
た
会
場
に
設
け
ら
れ
た
足
湯
で

は
、
走
り
終
え
た
疲
れ
を
癒
そ
う
と

す
る
参
加
者
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し

た
。

　
大
会
上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。（
敬
称
略
）

■
ハ
ー
フ
一
般
男
子

　
１
位
　
向
井
　
孝
明
　（
東
京
都
）

　
　
　
　
１
時
間
11
分
15
秒

　
２
位
　
須
田
　
高
大
　（
東
京
都
）

　
３
位
　
星
野
　
隆
彦
　（
甲
州
市
）

■
ハ
ー
フ
一
般
女
子

　
１
位
　
釜
池
美
智
子
　（
東
京
都
）

　
　
　
　
１
時
間
35
分
25
秒

　
２
位
　
土
橋
美
香
子
　（
埼
玉
県
）

　
３
位
　
鈴
木
　
　
薫
　（
東
京
都
）

■
ハ
ー
フ
壮
年
男
子

　
１
位
　
伊
勢
　
　
明（
神
奈
川
県
）

　
　
　
　
１
時
間
16
分
29
秒

　
２
位
　
向
山
　
直
樹
　（
韮
崎
市
）

　
３
位
　
五
十
嵐
和
幸
　（
東
京
都
）

■
ハ
ー
フ
壮
年
女
子

　
１
位
　
石
川
　
　
操
　（
埼
玉
県
）

　
　
　
　
１
時
間
30
分
07
秒

　
２
位
　
長
岡
　
美
奈
　（
東
京
都
）

　
３
位
　
金
舩
　
圭
子
　（
東
京
都
）

■
10
㎞
一
般
男
子

　
１
位
　
鈴
木
　
和
成（
神
奈
川
県
）

　
　
　
　
31
分
54
秒

　
２
位
　
西
中
山
　
宏
　（
長
野
県
）

　
３
位
　
土
屋
　
君
仁
　（
笛
吹
市
）

■
10
㎞
一
般
女
子

　
１
位
　
荻
原
　
真
紀
　（
山
梨
市
）

　
　
　
　
39
分
13
秒

　
２
位
　
高
村
　
志
都
　（
甲
府
市
）

　
３
位
　
冨
岡
　
順
子
　（
東
京
都
）

■
10
㎞
壮
年
男
子

　
１
位
　
佐
々
木
秋
夫
　（
東
京
都
）

　
　
　
　
33
分
40
秒

　
２
位
　
栗
林
　
公
毅
　（
東
京
都
）

　
３
位
　
風
祭
　
正
樹
　（
東
京
都
）

■
10
㎞
壮
年
女
子

　
１
位
　
佐
々
木
寿
子
　（
東
京
都
）

　
　
　
　
39
分
11
秒

　
２
位
　
滑
川
　
文
子
　（
東
京
都
）

　
３
位
　
池
田
　
初
美
　（
東
京
都
）

■
３
・
５
㎞
小
学
生
親
子

　
１
位
　
羽
鳥
　
　
聡
・
友
紀
乃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
埼
玉
県
）

　
　
　
　
13
分
13
秒

　
２
位
　
加
藤
　
一
樹
・
萌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
静
岡
県
）

　
３
位
　
佐
藤
　
　
誠
・
愛
起

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
笛
吹
市
）

　
４
月
１
日
、
芦
川
小
学
校
体
育
館

で
市
消
防
団
入
退
団
式
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
市
消
防
団
員
や
関
係
者
が
見
守
る

中
、
団
長
が
「
任
務
の
重
さ
を
認
識

し
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に

努
力
し
て
い
き
ま
す
」
と
訓
示
を
述

べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
入
団
員
１
０
４
人
を
代

表
し
て
、
芦
川
分
団
の
川
部
源
太
団

員
が
力
強
い
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。 降雨のため芦川小学校体育館にて行われました



℡
０
５
５（
２
６
２
）５
９
５
９

平
　
　
　
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
９
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５（
２
６
６
）２
０
１
４

平
日
・
土
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５
３（
２
６
）２
２
８
３

平
　
　
　
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
７
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５（
２
６
５
）２
１
１
３

平
日
・
土
・
日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５（
２
６
３
）０
３
６
３

月
・
火
・
木
・
金
／
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
6
月
30
日
は
シ
ス
テ
ム
点
検
の
た
め

全
館
休
館
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

★
石
和
図
書
館

7
日
（
月
）・
14
日
（
月
）・
21
日
（
月
）・

28
日（
月
）・
30
日（
水
）

★
御
坂
図
書
館

2
日
（
水
）・
9
日
（
水
）・
16
日
（
水
）・

30
日（
水
）

21
日
（
月
）
〜
25
日
（
金
）【
蔵
書
点
検

の
た
め
】

★
一
宮
図
書
館

7
日
（
月
）
〜
11
日
（
金
）【
蔵
書
点
検

の
た
め
】

14
日
（
月
）・
21
日
（
月
）・
28
日
（
月
）・

30
日（
水
）

★
八
代
図
書
館

7
日
（
月
）・
14
日
（
月
）・
21
日
（
月
）・

28
日（
月
）・
30
日（
水
）

★
境
川
図
書
室

6
日
（
日
）・
13
日
（
日
）・
20
日
（
日
）・

27
日（
日
）・
30
日（
水
）

★
春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館

7
日
（
月
）・
14
日
（
月
）・
21
日
（
月
）・

28
日（
月
）・
30
日（
水
）

●
お
は
な
し
会
タ
ン
タ
ン

6
月
10
日（
木
）・
24
日（
木
）

午
前
11
時
か
ら

●
家
族
で
始
め
よ
う
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

6
月
3
日（
木
）・
17
日（
木
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

●
耳
を
す
ま
せ
ば
え
ほ
ん
隊

6
月
5
日（
土
）・
12
日（
土
）・
19
日（
土
）・

26
日（
土
）

　
午
前
の
部
　
11
時
〜
11
時
30
分

　
午
後
の
部
　
2
時
〜
2
時
30
分

　
毎
週
土
曜
日
2
回
開
催

●
お
は
な
し
会
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
5
周
年

6
月
8
日（
火
）

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

（
こ
の
日
以
外
に
も
要
望
が
あ
れ
ば

本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
ま
す
。）

●
楽
蔵
お
は
な
し
会

　（
お
話
・
工
作
・
映
画
会
）

　
6
月
5
日（
土
）午
後
2
時
〜
3
時

●
ロ
ー
ズ
タ
イ
ム

　（
大
人
の
た
め
の
癒
し
の
時
間
）

6
月
18
日（
金
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
お
は
な
し
の
ゆ
り
か
ご

　
6
月
2
日（
水
）午
前
11
時
か
ら

●
ベ
ビ
ー
ブ
ッ
ク
・
サ
ロ
ン

6
月
16
日（
水
）

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

　
6
月
12
日（
土
）午
後
2
時
か
ら

●
リ
サ
と
ガ
ス
パ
ー
ル
〜
お
は
な
し
会
〜

6
月
6
日（
日
）・
13
日（
日
）・
27
日（
日
）

午
後
2
時
か
ら

●
プ
レ
マ
マ
　

〜
マ
タ
ニ
テ
ィ
支
援
〜

6
月
18
日（
金
）・
25
日（
金
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

●
お
は
な
し
の
ぶ
ら
ん
こ

　
6
月
20
日（
日
）午
後
2
時
か
ら

●
バ
ム
ケ
ロ
お
は
な
し
会

6
月
12
日（
土
）午
後
1
時
30
分
か
ら

●
あ
か
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
お
は
な
し
会

6
月
2
日（
水
）・
9
日（
水
）・
16
日（
水
）・

23
日（
水
）　
午
前
11
時
か
ら

●
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会

6
月
5
日
（
土
）　
午
後
2
時
か
ら

（
毎
週
土
曜
日
、
随
時
お
は
な
し
会

を
予
定
し
て
い
ま
す
。）

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
も
も

　（
乳
幼
児
向
け
）

6
月
8
日
（
火
）・
22
日（
火
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

●
お
り
が
み
を
楽
し
も
う
！

6
月
12
日（
土
）

午
前
10
時
30
分
か
ら（
小
学
生
向
け
）

●
ぱ
ぱ
と
ぐ
ら
ん
ぱ
の
お
は
な
し
会

6
月
19
日（
土
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
さ
く
ら
ん
ぼ

6
月
26
日（
土
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

＊
図
書
館
の
お
は
な
し
会
は
、
子
ど
も

た
ち
だ
け
で
な
く
、
敬
老
会
・
公
民

館
ま
つ
り
・
老
人
ホ
ー
ム
・
デ
ィ
サ

ー
ビ
ス
施
設
・
病
院
な
ど
に
出
向
き
、

年
配
の
方
々
に
も
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ

て
い
ま
す
。

ご
要
望
が
あ
れ
ば
随
時
出
前
お
は
な

し
会
を
行
い
ま
す
の
で
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
個
人
的
に
朗
読
サ
ー
ビ
ス
を
お
受
け

に
な
り
た
い
方
は
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

石
和
図
書
館（
担
当
�

雨
宮
）

☎
0
5
5（
2
6
2
）
5
9
5
9

　
絵
本
に
興
味
の
あ
る
方
、
こ
れ
か
ら

読
み
聞
か
せ
を
始
め
た
い
方
、
こ
の
機

会
に
基
本
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時

6
月
9
日
・
23
日
・
7
月
7
日
・
21
日（
水
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
場
所
　
石
和
図
書
館
2
階
資
料
室

■
受
講
料
　
無
料

■
定
員
　
10
人

■
申
込
締
切
　
6
月
8
日（
火
）

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
石
和
図
書
館

　
世
界
に
1
冊
し
か
な
い
自
分
だ
け
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
絵
本
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん

か
？

■
日
時

6
月
11
日
・
18
日
・
25
日
・
7
月
9
日
・

16
日（
予
備
日
）（
金
）

午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

■
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
会
議
室

■
受
講
料
　
5
0
0
円（
材
料
費
）

■
定
員
　
10
人

■
講
師
　
笛
吹
図
書
館
司
書

■
託
児
　
あ
り
（
託
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

『
も
も
ん
ち
ゃ
ん
』）

■
申
込
締
切
　
6
月
10
日（
木
）

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
石
和
図
書
館

　
朗
読
に
興
味
の
あ
る
方
、
お
時
間
の

あ
る
方
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

の
で
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
現

F
M
甲
府
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の
小
松

明
美
さ
ん
と
ラ
イ
ム
の
方
々
と
一
緒
に
、

素
敵
な
朗
読
の
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

■
日
時

　
6
月
19
日（
土
）午
後
1
時
30
分
か
ら

■
場
所
　
石
和
図
書
館
２
階
視
聴
覚
室

■
入
場
　
無
料

■
内
容

角
田
光
代
『
さ
が
し
も
の
』
、
林
真

理
子
『
姉
妹
』
、
向
田
邦
子
『
女
を

斬
る
な
狐
を
斬
れ
』、
山
本
一
力
『
ま

ね
き
通
り
十
二
景
』、
合
田
道
人
『
童

謡
の
謎
』
他

■
問
合
せ
先
　
石
和
図
書
館

資料点数
(すべての資料)

市内他館への
配送数

市内他館からの
受取数

貸出点数
(4/1～3/31)

ブース利用件数
(AV席/PC席/学習席)

総数　　　����393,665

石和図書館����164,777

御坂図書館������55,932

一宮図書館����102,913

八代図書館������27,856

境川図書室��������5,013

春日居図書館��37,174

22,764

12,769

2,748

5,301

1,946

107,360

29,995

28,191

20,930

10,533

2,480

15,231

107,358

33,275

28,969

24,098

10,929

1,095

8,992

705,115

244,023

169,437

175,545

38,938

4,426

72,746



グループからのお知らせ、イベント情報、

参加者募集などの情報発信ができます。

活動の写真や予定の整理も可能です。

▼新しく広報ふえふきを担当することに
なり、1カ月が過ぎました。この間に前

任者をはじめ、広報紙に携わったことのある先輩方と話を
する機会を多く持つことができました。貴重なアドバイス、
激励、そして楽しい思い出話をいただきました。話を聞く
たびに先輩方の広報紙に対する思いがひしひしと伝わって
きました。広報紙のやりがいに身を引き締めつつ、飾らな
い言葉でわかりやすく作成していきたいと思います。よろ
しくお願いします。　　　　　　　　　　　　　　　　（K）

■問合せ先　市民活動支援課　市民活動支援担当　☎�0 5 5（ 2 6 2 ）4 1 1 1

　笛吹市では、市民活動・地域づくりを支援するポータルサイト「よっちゃばるネット笛吹」を運用し

ています。現在、サイトでは、市内で活動しているボランティア団体、NPO法人など市民活動団体の

詳細や、ボランティア募集情報、イベント情報、行政情報などの情報を掲載しています。

　このサイトでユーザ登録を行うと、グループのホームページを立ち上げることができ、グループでの

活動を整理し、市民への情報発信をするだけでなく、団体会員募集や登録会員同士の連絡に使うことが

できます。行政区や自治会のホームページを作成することも可能です。

　市民活動や地域づくりを活性化するためのツールとして、ぜひご活用ください。

　以下のアドレスから、サイト閲覧・ユーザ登録ができます。

　https://opencity. jp/fuefuki/（検索サイトから「よっちゃばる」でヒットします）

携帯電話からのユーザ登録等はできま
せんが、サイトの公開情報を閲覧する
ことができます。
https://opencity.jp/fuefuki/mobile/
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